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３
月
に
開
催
し
た
第
１
回
町
議
会

定
例
会
で
、
本
年
度
の
町
政
執
行
に

関
す
る
考
え
方
を
示
し
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

　
昨
年
は
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

に
よ
り
、
道
内
全
域
が
停
電
と
な
る

「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」
が
発
生
し
、

電
力
供
給
に
大
き
な
不
安
を
抱
え
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
経
済
に
大
き

な
打
撃
を
与
え
た
ほ
か
、
被
災
地
で

は
、
い
ま
だ
に
多
く
の
問
題
を
抱
え

て
お
り
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、「
第
６
期
遠
別
町
総
合

計
画
」
及
び
「
遠
別
町
総
合
戦
略
」

を
皆
様
と
と
も
に
実
行
し
、
未
来
に

生
き
る
子
ど
も
た
ち
へ
引
き
継
ぐ
た

め
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
か
っ
て
、
積

極
的
な
事
業
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

１
点
目
は
、「
Ｉ
Ｐ
告
知
シ
ス
テ

ム
更
新
事
業
」
へ
の
着
手
。

２
点
目
は
、｢

役
場
庁
舎
内
非
常
用

電
源
設
備｣

の
設
置
及
び｢

ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
暖
房
設
備｣

の

取
替
。

３
点
目
は
、継
続
中
の「
道
の
駅
」・

「
共
同
斎
場
」・「
漁
船
上
架
施

設
」
の
完
成
。

　
町
の
次
代
を
見
据
え
る
感
覚
と
将

来
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
、「
孫
・

子
に
残
せ
る
遠
別
」
を
め
ざ
し
、
暮

ら
し
や
す
い
安
全
で
快
適
な
町
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

◆
水
稲
・
畑
作

○
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

　（
農
地
の
効
率
的
活
用
や
生
産
基

盤
の
強
化
）

○
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

事
業

　（
条
件
不
利
地
へ
の
支
援
や
地
域

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
に
よ
る
支

援
）

○
共
栄
・
久
光
地
区
水
利
施
設
整
備

事
業
へ
の
支
援
継
続

　（
土
地
改
良
区
の
第
１
・
第
２
頭

首
工
の
改
良
事
業
）

◆
酪
農
・
畜
産

○
畜
産
振
興
対
策
事
業
へ
の
支
援

（
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
や
酪
農
伝

染
病
予
防
対
策
事
業
な
ど
）

◆
就
農
・
後
継
者
対
策

○
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
、

　
農
業
後
継
者
対
策
補
助
金

○
集
落
支
援
員
の
配
置

◆
林
業

○
未
来
に
つ
な
ぐ
森
づ
く
り
推
進
事

業
に
よ
る
造
林
、
森
林
整
備
活
動

支
援
交
付
金
に
よ
る
施
業
集
約
、

民
有
林
整
備
推
進
事
業
へ
の
助
成

○
森
林
環
境
譲
与
税
に
係
る
事
業
計

画
の
策
定

◆
有
害
鳥
獣
対
策

○
狩
猟
免
許
の
新
規
取
得
に
対
す
る

助
成
継
続

○
町
猟
友
会
と
の
連
携

（
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に
基
づ
く

駆
除
）

◆
水
産
業

○
漁
船
上
架
施
設
の
建
設
継
続

（
来
年
４
月
供
用
開
始
予
定
）

　
上
架
施
設
は
、
漁
船
を
修
理
し

た
り
、
冬
季
に
保
管
し
た
り
す
る

た
め
、
陸
揚
げ
す
る
施
設
で
す
。

○
漁
港
整
備
促
進
の
要
請
活
動
等
の

継
続
（
町
と
漁
協
の
連
携
）

○「
遠
別
地
域
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
計

画
」
実
現
の
た
め
に
向
け
た
取
り

組
み
へ
の
支
援

（
開
発
局
か
ら
の
モ
デ
ル
地
域
の

指
定
）

は
じ
め
に

◆
商
工
業

○
景
気
浮
揚
地
域
経
済
活
性
化
対
策

事
業
／
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

に
対
す
る
助
成

○「
た
ま
〜
る
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
」

更
新
へ
の
一
部
補
助

（
10
月
か
ら
新
シ
ス
テ
ム
／
行
政

サ
ー
ビ
ス
ポ
イ
ン
ト
と
連
携
）

○
起
業
化
支
援
事
業
補
助
金

（
制
度
の
見
直
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
起
業
者
の
環
境
整
備
支
援
）

◆
観
光

○
道
の
駅
「
え
ん
べ
つ
富
士
見
」
の

建
設
継
続

　（
来
年
４
月
オ
ー
プ
ン
予
定
）

○「
全
国
コ
ロ
ッ
ケ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
や
「
北
海
道
フ
ェ
ア
in
代
々

木
」
へ
の
出
展
助
成

　（
地
場
産
品
の
付
加
価
値
向
上
と

町
の
Ｐ
Ｒ
促
進
）

◆
青
年
部
連
携
事
業
活
動
へ
の
支
援

○
農
業
・
漁
業
・
商
工
業
の
各
青
年

部
の
異
業
種
連
携

◆
ふ
る
さ
と
遠
別
会

○
東
京
遠
別
会
と
の
「
ふ
る
さ
と
遠

別
訪
問
ツ
ア
ー
」
へ
の
助
成

◆
ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
附
金

　（
ふ
る
さ
と
納
税
）

○「
妊
婦
健
康
診
査
交
通
費
用
」
助

成
、「
小
・
中
学
校
補
助
教
材
購
入
」

補
助
、
　「
行
政
サ
ー
ビ
ス
ポ
イ

ン
ト
」
付
与
な
ど
に
活
用

◆
Ｉ
Ｐ
告
知
シ
ス
テ
ム
更
新
事
業
へ

の
着
手
、
告
知
端
末
の
更
新
及
び

サ
ー
バ
ー
の
共
通
化

　（
本
年
度
は
サ
ー
バ
関
係
）

◆
遠
別
町
・
天
塩
町
共
同
斎
場
の
整

備
継
続

　（
北
里
／
８
月
供
用
開
始
予
定
）

◆
緊
急
度
の
高
い
町
道
・
歩
道
の
補

修
や
老
朽
化
し
て
い
る
橋
梁
の
計

画
的
整
備

◆
住
宅
環
境

○
港
団
地
に
１
棟
４
戸
を
整
備
、
老

朽
化
で
２
棟
８
戸
を
解
体

○
本
町
団
地
の
環
境
整
備
、

　
あ
か
し
や
団
地
の
外
壁
塗
装

○
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
継
続

◆
水
道

○
水
道
管
路
図
の
デ
ジ
タ
ル
化

○
配
水
管
の
布
設
替

　（
配
水
管
の
適
正
な
管
理
、
業
務

の
効
率
化
、
漏
水
や
災
害
発
生
時

の
対
応
強
化
）

◆
下
水
道

○
雨
水
管
渠
の
整
備

　（
農
業
高
校
付
近
や
緑
町
の
冠
水

被
害
対
策
）

◆
防
災

○
役
場
庁
舎
へ
の
非
常
用
電
源
設
備

の
設
置

　（
災
害
時
に
お
け
る
情
報
収
集
・

伝
達
、
情
報
発
信
、
窓
口
業
務
の

一
部
を
利
用
可
能
と
す
る
た
め
）

○
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
及
び
全
戸
配

布
○
自
主
防
災
組
織
運
営
交
付
金
の
継

続
　（
町
内
会
と
の
連
携
を
深
め
、
地

域
防
災
力
の
向
上
）

◆
地
方
創
生
・
人
口
減
少
対
策

○
結
婚
・
出
産
祝
金
授
与
の
継
続

○
妊
婦
一
般
健
康
診
査
等
費
用
の
無

料
化
継
続

○
妊
婦
健
康
診
査
等
交
通
費
用
助
成

金
制
度
の
継
続

○
乳
幼
児
〜
中
・
高
生
の
医
療
費
の

無
料
化
継
続

◆
児
童
福
祉

○
認
定
こ
ど
も
園
「
き
ら
り
」
保
育

料
軽
減
措
置
の
継
続

◆
健
康
推
進

○
各
種
が
ん
検
診
・
予
防
接
種
や
特

定
健
診
・
脳
検
診
の
自
己
負
担
額

の
無
料
化
継
続

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
乳

幼
児
〜
15
歳
、
65
歳
以
上
の
方
の

無
料
化
及
び
16
歳
〜
64
歳
の
方
の

個
人
負
担
を
千
円
に
軽
減
す
る
措

置
の
継
続

◆
高
齢
者
福
祉

○
旭
温
泉
無
料
入
浴
券
10
枚
の
配
布

継
続

○
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
成
継

続

◆
町
立
病
院

○
建
替
え
や
在
り
方
に
つ
い
て
の
協

議
会
等
の
立
ち
上
げ

　（
年
度
内
を
目
途
に
施
設
の
方
向

性
を
示
す
）

○
町
総
合
教
育
会
議
と
町
教
育
委
員

会
と
の
連
携
強
化

○
小
・
中
学
校
の
「
補
助
教
材
購
入

補
助
金
」
の
継
続

○
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
継
続

　（
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
「
ペ
ッ
パ
ー
社

会
貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
」
へ
の

参
画
）

○
英
語
指
導
業
務
事
業

　（
小
学
校
低
学
年
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
英
語
教
育
へ
の
支
援
）

○
農
業
高
校
教
育
振
興
会
へ
の
助
成

継
続

○
合
宿
の
ふ
る
さ
と
事
業

　（
町
外
団
体
の
合
宿
受
入
れ
の
推

進
、合
宿
団
体
へ
の
助
成
を
行
う
、

住
民
の
自
発
的
な
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
参
加
へ
の
き
っ
か
け
づ
く

り
及
び
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る

地
域
内
の
活
性
化
）

○
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
暖
房
設
備
の

取
替

　（
老
朽
化
し
た
設
備
の
更
新
と
、

災
害
時
の
指
定
避
難
所
と
し
て
の

役
割
の
拡
充
）

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　（
応
募
者
の
定
住
に
向
け
、
主
体

性
を
重
視
し
「
企
画
提
案
型
」
で

募
集
す
る
）

○
行
政
サ
ー
ビ
ス
ポ
イ
ン
ト
事
業

（
た
ま
〜
る
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
と

の
連
携
）

○
首
都
圏
で
の
移
住
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
及
び
職
員
育
成
研
修
、
深
川
・

留
萌
自
動
車
道
全
線
開
通
に
向
け

た
広
域
観
光
へ
の
取
り
組
み

　（
留
萌
中
北
部
５
町
村
が
連
携
し

関
係
人
口
・
交
流
人
口
の
増
加
を

め
ざ
し
、
人
口
減
少
社
会
に
対
応

す
る
）

○
職
員
間
の
連
携
強
化
に
よ
る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
双
方
向
シ
ス
テ
ム
、

広
報
紙
等
を
活
用
し
た
情
報
発
信

○
地
域
活
性
化
推
進
事
業

　（
学
校
教
育
情
報
化
の
推
進
、
移

住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
の
管
理
及

び
移
住
交
流
事
業
の
推
進
、
地
域

情
報
発
信
及
び
イ
ベ
ン
ト
活
動
等

の
推
進
）

　
私
を
は
じ
め
、
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
役
割
を
認
識
し
、「
最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
」
を
挙
げ
ら

れ
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

く
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
及
び
議

員
各
位
に
は
、な
お
一
層
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

遠
別
町
長
　
笹
　
川
　
洸
　
志

時
代
を
拓
く
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３
月
に
開
催
し
た
第
１
回
町
議
会

定
例
会
で
、
本
年
度
の
町
政
執
行
に

関
す
る
考
え
方
を
示
し
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

　
昨
年
は
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

に
よ
り
、
道
内
全
域
が
停
電
と
な
る

「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」
が
発
生
し
、

電
力
供
給
に
大
き
な
不
安
を
抱
え
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
経
済
に
大
き

な
打
撃
を
与
え
た
ほ
か
、
被
災
地
で

は
、
い
ま
だ
に
多
く
の
問
題
を
抱
え

て
お
り
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、「
第
６
期
遠
別
町
総
合

計
画
」
及
び
「
遠
別
町
総
合
戦
略
」

を
皆
様
と
と
も
に
実
行
し
、
未
来
に

生
き
る
子
ど
も
た
ち
へ
引
き
継
ぐ
た

め
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
か
っ
て
、
積

極
的
な
事
業
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

１
点
目
は
、「
Ｉ
Ｐ
告
知
シ
ス
テ

ム
更
新
事
業
」
へ
の
着
手
。

２
点
目
は
、｢

役
場
庁
舎
内
非
常
用

電
源
設
備｣

の
設
置
及
び｢

ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
暖
房
設
備｣

の

取
替
。

３
点
目
は
、継
続
中
の「
道
の
駅
」・

「
共
同
斎
場
」・「
漁
船
上
架
施

設
」
の
完
成
。

　
町
の
次
代
を
見
据
え
る
感
覚
と
将

来
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
、「
孫
・

子
に
残
せ
る
遠
別
」
を
め
ざ
し
、
暮

ら
し
や
す
い
安
全
で
快
適
な
町
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

◆
水
稲
・
畑
作

○
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

　（
農
地
の
効
率
的
活
用
や
生
産
基

盤
の
強
化
）

○
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

事
業

　（
条
件
不
利
地
へ
の
支
援
や
地
域

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
に
よ
る
支

援
）

○
共
栄
・
久
光
地
区
水
利
施
設
整
備

事
業
へ
の
支
援
継
続

　（
土
地
改
良
区
の
第
１
・
第
２
頭

首
工
の
改
良
事
業
）

◆
酪
農
・
畜
産

○
畜
産
振
興
対
策
事
業
へ
の
支
援

（
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
や
酪
農
伝

染
病
予
防
対
策
事
業
な
ど
）

◆
就
農
・
後
継
者
対
策

○
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
、

　
農
業
後
継
者
対
策
補
助
金

○
集
落
支
援
員
の
配
置

◆
林
業

○
未
来
に
つ
な
ぐ
森
づ
く
り
推
進
事

業
に
よ
る
造
林
、
森
林
整
備
活
動

支
援
交
付
金
に
よ
る
施
業
集
約
、

民
有
林
整
備
推
進
事
業
へ
の
助
成

○
森
林
環
境
譲
与
税
に
係
る
事
業
計

画
の
策
定

◆
有
害
鳥
獣
対
策

○
狩
猟
免
許
の
新
規
取
得
に
対
す
る

助
成
継
続

○
町
猟
友
会
と
の
連
携

（
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に
基
づ
く

駆
除
）

◆
水
産
業

○
漁
船
上
架
施
設
の
建
設
継
続

（
来
年
４
月
供
用
開
始
予
定
）

　
上
架
施
設
は
、
漁
船
を
修
理
し

た
り
、
冬
季
に
保
管
し
た
り
す
る

た
め
、
陸
揚
げ
す
る
施
設
で
す
。

○
漁
港
整
備
促
進
の
要
請
活
動
等
の

継
続
（
町
と
漁
協
の
連
携
）

○「
遠
別
地
域
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
計

画
」
実
現
の
た
め
に
向
け
た
取
り

組
み
へ
の
支
援

（
開
発
局
か
ら
の
モ
デ
ル
地
域
の

指
定
）

は
じ
め
に

◆
商
工
業

○
景
気
浮
揚
地
域
経
済
活
性
化
対
策

事
業
／
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

に
対
す
る
助
成

○「
た
ま
〜
る
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
」

更
新
へ
の
一
部
補
助

（
10
月
か
ら
新
シ
ス
テ
ム
／
行
政

サ
ー
ビ
ス
ポ
イ
ン
ト
と
連
携
）

○
起
業
化
支
援
事
業
補
助
金

（
制
度
の
見
直
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
起
業
者
の
環
境
整
備
支
援
）

◆
観
光

○
道
の
駅
「
え
ん
べ
つ
富
士
見
」
の

建
設
継
続

　（
来
年
４
月
オ
ー
プ
ン
予
定
）

○「
全
国
コ
ロ
ッ
ケ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
や
「
北
海
道
フ
ェ
ア
in
代
々

木
」
へ
の
出
展
助
成

　（
地
場
産
品
の
付
加
価
値
向
上
と

町
の
Ｐ
Ｒ
促
進
）

◆
青
年
部
連
携
事
業
活
動
へ
の
支
援

○
農
業
・
漁
業
・
商
工
業
の
各
青
年

部
の
異
業
種
連
携

◆
ふ
る
さ
と
遠
別
会

○
東
京
遠
別
会
と
の
「
ふ
る
さ
と
遠

別
訪
問
ツ
ア
ー
」
へ
の
助
成

◆
ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
附
金

　（
ふ
る
さ
と
納
税
）

○「
妊
婦
健
康
診
査
交
通
費
用
」
助

成
、「
小
・
中
学
校
補
助
教
材
購
入
」

補
助
、
　「
行
政
サ
ー
ビ
ス
ポ
イ

ン
ト
」
付
与
な
ど
に
活
用

◆
Ｉ
Ｐ
告
知
シ
ス
テ
ム
更
新
事
業
へ

の
着
手
、
告
知
端
末
の
更
新
及
び

サ
ー
バ
ー
の
共
通
化

　（
本
年
度
は
サ
ー
バ
関
係
）

◆
遠
別
町
・
天
塩
町
共
同
斎
場
の
整

備
継
続

　（
北
里
／
８
月
供
用
開
始
予
定
）

◆
緊
急
度
の
高
い
町
道
・
歩
道
の
補

修
や
老
朽
化
し
て
い
る
橋
梁
の
計

画
的
整
備

◆
住
宅
環
境

○
港
団
地
に
１
棟
４
戸
を
整
備
、
老

朽
化
で
２
棟
８
戸
を
解
体

○
本
町
団
地
の
環
境
整
備
、

　
あ
か
し
や
団
地
の
外
壁
塗
装

○
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
継
続

◆
水
道

○
水
道
管
路
図
の
デ
ジ
タ
ル
化

○
配
水
管
の
布
設
替

　（
配
水
管
の
適
正
な
管
理
、
業
務

の
効
率
化
、
漏
水
や
災
害
発
生
時

の
対
応
強
化
）

◆
下
水
道

○
雨
水
管
渠
の
整
備

　（
農
業
高
校
付
近
や
緑
町
の
冠
水

被
害
対
策
）

◆
防
災

○
役
場
庁
舎
へ
の
非
常
用
電
源
設
備

の
設
置

　（
災
害
時
に
お
け
る
情
報
収
集
・

伝
達
、
情
報
発
信
、
窓
口
業
務
の

一
部
を
利
用
可
能
と
す
る
た
め
）

○
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
及
び
全
戸
配

布
○
自
主
防
災
組
織
運
営
交
付
金
の
継

続
　（
町
内
会
と
の
連
携
を
深
め
、
地

域
防
災
力
の
向
上
）

◆
地
方
創
生
・
人
口
減
少
対
策

○
結
婚
・
出
産
祝
金
授
与
の
継
続

○
妊
婦
一
般
健
康
診
査
等
費
用
の
無

料
化
継
続

○
妊
婦
健
康
診
査
等
交
通
費
用
助
成

金
制
度
の
継
続

○
乳
幼
児
〜
中
・
高
生
の
医
療
費
の

無
料
化
継
続

◆
児
童
福
祉

○
認
定
こ
ど
も
園
「
き
ら
り
」
保
育

料
軽
減
措
置
の
継
続

◆
健
康
推
進

○
各
種
が
ん
検
診
・
予
防
接
種
や
特

定
健
診
・
脳
検
診
の
自
己
負
担
額

の
無
料
化
継
続

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
乳

幼
児
〜
15
歳
、
65
歳
以
上
の
方
の

無
料
化
及
び
16
歳
〜
64
歳
の
方
の

個
人
負
担
を
千
円
に
軽
減
す
る
措

置
の
継
続

◆
高
齢
者
福
祉

○
旭
温
泉
無
料
入
浴
券
10
枚
の
配
布

継
続

○
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
成
継

続

◆
町
立
病
院

○
建
替
え
や
在
り
方
に
つ
い
て
の
協

議
会
等
の
立
ち
上
げ

　（
年
度
内
を
目
途
に
施
設
の
方
向

性
を
示
す
）

○
町
総
合
教
育
会
議
と
町
教
育
委
員

会
と
の
連
携
強
化

○
小
・
中
学
校
の
「
補
助
教
材
購
入

補
助
金
」
の
継
続

○
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
継
続

　（
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
「
ペ
ッ
パ
ー
社

会
貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
」
へ
の

参
画
）

○
英
語
指
導
業
務
事
業

　（
小
学
校
低
学
年
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
英
語
教
育
へ
の
支
援
）

○
農
業
高
校
教
育
振
興
会
へ
の
助
成

継
続

○
合
宿
の
ふ
る
さ
と
事
業

　（
町
外
団
体
の
合
宿
受
入
れ
の
推

進
、合
宿
団
体
へ
の
助
成
を
行
う
、

住
民
の
自
発
的
な
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
参
加
へ
の
き
っ
か
け
づ
く

り
及
び
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る

地
域
内
の
活
性
化
）

○
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
暖
房
設
備
の

取
替

　（
老
朽
化
し
た
設
備
の
更
新
と
、

災
害
時
の
指
定
避
難
所
と
し
て
の

役
割
の
拡
充
）

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　（
応
募
者
の
定
住
に
向
け
、
主
体

性
を
重
視
し
「
企
画
提
案
型
」
で

募
集
す
る
）

○
行
政
サ
ー
ビ
ス
ポ
イ
ン
ト
事
業

（
た
ま
〜
る
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
と

の
連
携
）

○
首
都
圏
で
の
移
住
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
及
び
職
員
育
成
研
修
、
深
川
・

留
萌
自
動
車
道
全
線
開
通
に
向
け

た
広
域
観
光
へ
の
取
り
組
み

　（
留
萌
中
北
部
５
町
村
が
連
携
し

関
係
人
口
・
交
流
人
口
の
増
加
を

め
ざ
し
、
人
口
減
少
社
会
に
対
応

す
る
）

○
職
員
間
の
連
携
強
化
に
よ
る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
双
方
向
シ
ス
テ
ム
、

広
報
紙
等
を
活
用
し
た
情
報
発
信

○
地
域
活
性
化
推
進
事
業

　（
学
校
教
育
情
報
化
の
推
進
、
移

住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
の
管
理
及

び
移
住
交
流
事
業
の
推
進
、
地
域

情
報
発
信
及
び
イ
ベ
ン
ト
活
動
等

の
推
進
）

　
私
を
は
じ
め
、
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
役
割
を
認
識
し
、「
最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
」
を
挙
げ
ら

れ
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

く
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
及
び
議

員
各
位
に
は
、な
お
一
層
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

遠
別
町
長
　
笹
　
川
　
洸
　
志

時
代
を
拓
く
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３
月
に
開
催
し
た
第
１
回
町
議
会

定
例
会
で
、
本
年
度
の
町
政
執
行
に

関
す
る
考
え
方
を
示
し
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

　
昨
年
は
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

に
よ
り
、
道
内
全
域
が
停
電
と
な
る

「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」
が
発
生
し
、

電
力
供
給
に
大
き
な
不
安
を
抱
え
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
経
済
に
大
き

な
打
撃
を
与
え
た
ほ
か
、
被
災
地
で

は
、
い
ま
だ
に
多
く
の
問
題
を
抱
え

て
お
り
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、「
第
６
期
遠
別
町
総
合

計
画
」
及
び
「
遠
別
町
総
合
戦
略
」

を
皆
様
と
と
も
に
実
行
し
、
未
来
に

生
き
る
子
ど
も
た
ち
へ
引
き
継
ぐ
た

め
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
か
っ
て
、
積

極
的
な
事
業
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

１
点
目
は
、「
Ｉ
Ｐ
告
知
シ
ス
テ

ム
更
新
事
業
」
へ
の
着
手
。

２
点
目
は
、｢

役
場
庁
舎
内
非
常
用

電
源
設
備｣

の
設
置
及
び｢

ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
暖
房
設
備｣

の

取
替
。

３
点
目
は
、継
続
中
の「
道
の
駅
」・

「
共
同
斎
場
」・「
漁
船
上
架
施

設
」
の
完
成
。

　
町
の
次
代
を
見
据
え
る
感
覚
と
将

来
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
、「
孫
・

子
に
残
せ
る
遠
別
」
を
め
ざ
し
、
暮

ら
し
や
す
い
安
全
で
快
適
な
町
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

◆
水
稲
・
畑
作

○
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

　（
農
地
の
効
率
的
活
用
や
生
産
基

盤
の
強
化
）

○
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

事
業

　（
条
件
不
利
地
へ
の
支
援
や
地
域

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
に
よ
る
支

援
）

○
共
栄
・
久
光
地
区
水
利
施
設
整
備

事
業
へ
の
支
援
継
続

　（
土
地
改
良
区
の
第
１
・
第
２
頭

首
工
の
改
良
事
業
）

◆
酪
農
・
畜
産

○
畜
産
振
興
対
策
事
業
へ
の
支
援

（
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
や
酪
農
伝

染
病
予
防
対
策
事
業
な
ど
）

◆
就
農
・
後
継
者
対
策

○
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
、

　
農
業
後
継
者
対
策
補
助
金

○
集
落
支
援
員
の
配
置

◆
林
業

○
未
来
に
つ
な
ぐ
森
づ
く
り
推
進
事

業
に
よ
る
造
林
、
森
林
整
備
活
動

支
援
交
付
金
に
よ
る
施
業
集
約
、

民
有
林
整
備
推
進
事
業
へ
の
助
成

○
森
林
環
境
譲
与
税
に
係
る
事
業
計

画
の
策
定

◆
有
害
鳥
獣
対
策

○
狩
猟
免
許
の
新
規
取
得
に
対
す
る

助
成
継
続

○
町
猟
友
会
と
の
連
携

（
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に
基
づ
く

駆
除
）

◆
水
産
業

○
漁
船
上
架
施
設
の
建
設
継
続

（
来
年
４
月
供
用
開
始
予
定
）

　
上
架
施
設
は
、
漁
船
を
修
理
し

た
り
、
冬
季
に
保
管
し
た
り
す
る

た
め
、
陸
揚
げ
す
る
施
設
で
す
。

○
漁
港
整
備
促
進
の
要
請
活
動
等
の

継
続
（
町
と
漁
協
の
連
携
）

○「
遠
別
地
域
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
計

画
」
実
現
の
た
め
に
向
け
た
取
り

組
み
へ
の
支
援

（
開
発
局
か
ら
の
モ
デ
ル
地
域
の

指
定
）

◆
商
工
業

○
景
気
浮
揚
地
域
経
済
活
性
化
対
策

事
業
／
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

に
対
す
る
助
成

○「
た
ま
〜
る
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
」

更
新
へ
の
一
部
補
助

（
10
月
か
ら
新
シ
ス
テ
ム
／
行
政

サ
ー
ビ
ス
ポ
イ
ン
ト
と
連
携
）

○
起
業
化
支
援
事
業
補
助
金

（
制
度
の
見
直
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
起
業
者
の
環
境
整
備
支
援
）

◆
観
光

○
道
の
駅
「
え
ん
べ
つ
富
士
見
」
の

建
設
継
続

　（
来
年
４
月
オ
ー
プ
ン
予
定
）

○「
全
国
コ
ロ
ッ
ケ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
や
「
北
海
道
フ
ェ
ア
in
代
々

木
」
へ
の
出
展
助
成

　（
地
場
産
品
の
付
加
価
値
向
上
と

町
の
Ｐ
Ｒ
促
進
）

◆
青
年
部
連
携
事
業
活
動
へ
の
支
援

○
農
業
・
漁
業
・
商
工
業
の
各
青
年

部
の
異
業
種
連
携

◆
ふ
る
さ
と
遠
別
会

○
東
京
遠
別
会
と
の
「
ふ
る
さ
と
遠

別
訪
問
ツ
ア
ー
」
へ
の
助
成

◆
ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
附
金

　（
ふ
る
さ
と
納
税
）

○「
妊
婦
健
康
診
査
交
通
費
用
」
助

成
、「
小
・
中
学
校
補
助
教
材
購
入
」

補
助
、
　「
行
政
サ
ー
ビ
ス
ポ
イ

ン
ト
」
付
与
な
ど
に
活
用

◆
Ｉ
Ｐ
告
知
シ
ス
テ
ム
更
新
事
業
へ

の
着
手
、
告
知
端
末
の
更
新
及
び

サ
ー
バ
ー
の
共
通
化

　（
本
年
度
は
サ
ー
バ
関
係
）

◆
遠
別
町
・
天
塩
町
共
同
斎
場
の
整

備
継
続

　（
北
里
／
８
月
供
用
開
始
予
定
）

◆
緊
急
度
の
高
い
町
道
・
歩
道
の
補

修
や
老
朽
化
し
て
い
る
橋
梁
の
計

画
的
整
備

◆
住
宅
環
境

○
港
団
地
に
１
棟
４
戸
を
整
備
、
老

朽
化
で
２
棟
８
戸
を
解
体

○
本
町
団
地
の
環
境
整
備
、

　
あ
か
し
や
団
地
の
外
壁
塗
装

○
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
継
続

◆
水
道

○
水
道
管
路
図
の
デ
ジ
タ
ル
化

○
配
水
管
の
布
設
替

　（
配
水
管
の
適
正
な
管
理
、
業
務

の
効
率
化
、
漏
水
や
災
害
発
生
時

の
対
応
強
化
）

◆
下
水
道

○
雨
水
管
渠
の
整
備

　（
農
業
高
校
付
近
や
緑
町
の
冠
水

被
害
対
策
）

◆
防
災

○
役
場
庁
舎
へ
の
非
常
用
電
源
設
備

の
設
置

　（
災
害
時
に
お
け
る
情
報
収
集
・

伝
達
、
情
報
発
信
、
窓
口
業
務
の

一
部
を
利
用
可
能
と
す
る
た
め
）

○
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
及
び
全
戸
配

布
○
自
主
防
災
組
織
運
営
交
付
金
の
継

続
　（
町
内
会
と
の
連
携
を
深
め
、
地

域
防
災
力
の
向
上
）

◆
地
方
創
生
・
人
口
減
少
対
策

○
結
婚
・
出
産
祝
金
授
与
の
継
続

○
妊
婦
一
般
健
康
診
査
等
費
用
の
無

料
化
継
続

○
妊
婦
健
康
診
査
等
交
通
費
用
助
成

金
制
度
の
継
続

○
乳
幼
児
〜
中
・
高
生
の
医
療
費
の

無
料
化
継
続

◆
児
童
福
祉

○
認
定
こ
ど
も
園
「
き
ら
り
」
保
育

料
軽
減
措
置
の
継
続

◆
健
康
推
進

○
各
種
が
ん
検
診
・
予
防
接
種
や
特

定
健
診
・
脳
検
診
の
自
己
負
担
額

の
無
料
化
継
続

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
乳

幼
児
〜
15
歳
、
65
歳
以
上
の
方
の

無
料
化
及
び
16
歳
〜
64
歳
の
方
の

個
人
負
担
を
千
円
に
軽
減
す
る
措

置
の
継
続

◆
高
齢
者
福
祉

○
旭
温
泉
無
料
入
浴
券
10
枚
の
配
布

継
続

○
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
成
継

続

◆
町
立
病
院

○
建
替
え
や
在
り
方
に
つ
い
て
の
協

議
会
等
の
立
ち
上
げ

　（
年
度
内
を
目
途
に
施
設
の
方
向

性
を
示
す
）

○
町
総
合
教
育
会
議
と
町
教
育
委
員

会
と
の
連
携
強
化

○
小
・
中
学
校
の
「
補
助
教
材
購
入

補
助
金
」
の
継
続

○
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
継
続

　（
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
「
ペ
ッ
パ
ー
社

会
貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
」
へ
の

参
画
）

○
英
語
指
導
業
務
事
業

　（
小
学
校
低
学
年
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
英
語
教
育
へ
の
支
援
）

○
農
業
高
校
教
育
振
興
会
へ
の
助
成

継
続

○
合
宿
の
ふ
る
さ
と
事
業

　（
町
外
団
体
の
合
宿
受
入
れ
の
推

進
、合
宿
団
体
へ
の
助
成
を
行
う
、

住
民
の
自
発
的
な
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
参
加
へ
の
き
っ
か
け
づ
く

り
及
び
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る

地
域
内
の
活
性
化
）

む

　す

　び

○
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
暖
房
設
備
の

取
替

　（
老
朽
化
し
た
設
備
の
更
新
と
、

災
害
時
の
指
定
避
難
所
と
し
て
の

役
割
の
拡
充
）

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　（
応
募
者
の
定
住
に
向
け
、
主
体

性
を
重
視
し
「
企
画
提
案
型
」
で

募
集
す
る
）

○
行
政
サ
ー
ビ
ス
ポ
イ
ン
ト
事
業

（
た
ま
〜
る
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
と

の
連
携
）

○
首
都
圏
で
の
移
住
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
及
び
職
員
育
成
研
修
、
深
川
・

留
萌
自
動
車
道
全
線
開
通
に
向
け

た
広
域
観
光
へ
の
取
り
組
み

　（
留
萌
中
北
部
５
町
村
が
連
携
し

関
係
人
口
・
交
流
人
口
の
増
加
を

め
ざ
し
、
人
口
減
少
社
会
に
対
応

す
る
）

○
職
員
間
の
連
携
強
化
に
よ
る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
双
方
向
シ
ス
テ
ム
、

広
報
紙
等
を
活
用
し
た
情
報
発
信

○
地
域
活
性
化
推
進
事
業

　（
学
校
教
育
情
報
化
の
推
進
、
移

住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
の
管
理
及

び
移
住
交
流
事
業
の
推
進
、
地
域

情
報
発
信
及
び
イ
ベ
ン
ト
活
動
等

の
推
進
）

　
私
を
は
じ
め
、
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
役
割
を
認
識
し
、「
最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
」
を
挙
げ
ら

れ
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

く
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
及
び
議

員
各
位
に
は
、な
お
一
層
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

遠
別
町
長
　
笹
　
川
　
洸
　
志

前
へ
進
む

  

え
ん
べ
つ
の
ま
ち
づ
く
り

－孫・子に残せる遠別－

心
を
大
切
に
す
る

　

 

え
ん
べ
つ
の
や
さ
し
さ

人
を
育
て
る

　
　
　え
ん
べ
つ
の
学
び
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３
月
に
開
催
し
た
第
１
回
町
議
会

定
例
会
で
、
本
年
度
の
町
政
執
行
に

関
す
る
考
え
方
を
示
し
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

　
昨
年
は
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

に
よ
り
、
道
内
全
域
が
停
電
と
な
る

「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」
が
発
生
し
、

電
力
供
給
に
大
き
な
不
安
を
抱
え
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
経
済
に
大
き

な
打
撃
を
与
え
た
ほ
か
、
被
災
地
で

は
、
い
ま
だ
に
多
く
の
問
題
を
抱
え

て
お
り
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、「
第
６
期
遠
別
町
総
合

計
画
」
及
び
「
遠
別
町
総
合
戦
略
」

を
皆
様
と
と
も
に
実
行
し
、
未
来
に

生
き
る
子
ど
も
た
ち
へ
引
き
継
ぐ
た

め
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
か
っ
て
、
積

極
的
な
事
業
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

１
点
目
は
、「
Ｉ
Ｐ
告
知
シ
ス
テ

ム
更
新
事
業
」
へ
の
着
手
。

２
点
目
は
、｢

役
場
庁
舎
内
非
常
用

電
源
設
備｣

の
設
置
及
び｢

ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
暖
房
設
備｣

の

取
替
。

３
点
目
は
、継
続
中
の「
道
の
駅
」・

「
共
同
斎
場
」・「
漁
船
上
架
施

設
」
の
完
成
。

　
町
の
次
代
を
見
据
え
る
感
覚
と
将

来
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
、「
孫
・

子
に
残
せ
る
遠
別
」
を
め
ざ
し
、
暮

ら
し
や
す
い
安
全
で
快
適
な
町
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

◆
水
稲
・
畑
作

○
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

　（
農
地
の
効
率
的
活
用
や
生
産
基

盤
の
強
化
）

○
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

事
業

　（
条
件
不
利
地
へ
の
支
援
や
地
域

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
に
よ
る
支

援
）

○
共
栄
・
久
光
地
区
水
利
施
設
整
備

事
業
へ
の
支
援
継
続

　（
土
地
改
良
区
の
第
１
・
第
２
頭

首
工
の
改
良
事
業
）

◆
酪
農
・
畜
産

○
畜
産
振
興
対
策
事
業
へ
の
支
援

（
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
や
酪
農
伝

染
病
予
防
対
策
事
業
な
ど
）

◆
就
農
・
後
継
者
対
策

○
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
、

　
農
業
後
継
者
対
策
補
助
金

○
集
落
支
援
員
の
配
置

◆
林
業

○
未
来
に
つ
な
ぐ
森
づ
く
り
推
進
事

業
に
よ
る
造
林
、
森
林
整
備
活
動

支
援
交
付
金
に
よ
る
施
業
集
約
、

民
有
林
整
備
推
進
事
業
へ
の
助
成

○
森
林
環
境
譲
与
税
に
係
る
事
業
計

画
の
策
定

◆
有
害
鳥
獣
対
策

○
狩
猟
免
許
の
新
規
取
得
に
対
す
る

助
成
継
続

○
町
猟
友
会
と
の
連
携

（
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に
基
づ
く

駆
除
）

◆
水
産
業

○
漁
船
上
架
施
設
の
建
設
継
続

（
来
年
４
月
供
用
開
始
予
定
）

　
上
架
施
設
は
、
漁
船
を
修
理
し

た
り
、
冬
季
に
保
管
し
た
り
す
る

た
め
、
陸
揚
げ
す
る
施
設
で
す
。

○
漁
港
整
備
促
進
の
要
請
活
動
等
の

継
続
（
町
と
漁
協
の
連
携
）

○「
遠
別
地
域
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
計

画
」
実
現
の
た
め
に
向
け
た
取
り

組
み
へ
の
支
援

（
開
発
局
か
ら
の
モ
デ
ル
地
域
の

指
定
）

◆
商
工
業

○
景
気
浮
揚
地
域
経
済
活
性
化
対
策

事
業
／
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

に
対
す
る
助
成

○「
た
ま
〜
る
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
」

更
新
へ
の
一
部
補
助

（
10
月
か
ら
新
シ
ス
テ
ム
／
行
政

サ
ー
ビ
ス
ポ
イ
ン
ト
と
連
携
）

○
起
業
化
支
援
事
業
補
助
金

（
制
度
の
見
直
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
起
業
者
の
環
境
整
備
支
援
）

◆
観
光

○
道
の
駅
「
え
ん
べ
つ
富
士
見
」
の

建
設
継
続

　（
来
年
４
月
オ
ー
プ
ン
予
定
）

○「
全
国
コ
ロ
ッ
ケ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
や
「
北
海
道
フ
ェ
ア
in
代
々

木
」
へ
の
出
展
助
成

　（
地
場
産
品
の
付
加
価
値
向
上
と

町
の
Ｐ
Ｒ
促
進
）

◆
青
年
部
連
携
事
業
活
動
へ
の
支
援

○
農
業
・
漁
業
・
商
工
業
の
各
青
年

部
の
異
業
種
連
携

◆
ふ
る
さ
と
遠
別
会

○
東
京
遠
別
会
と
の
「
ふ
る
さ
と
遠

別
訪
問
ツ
ア
ー
」
へ
の
助
成

◆
ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
附
金

　（
ふ
る
さ
と
納
税
）

○「
妊
婦
健
康
診
査
交
通
費
用
」
助

成
、「
小
・
中
学
校
補
助
教
材
購
入
」

補
助
、
　「
行
政
サ
ー
ビ
ス
ポ
イ

ン
ト
」
付
与
な
ど
に
活
用

◆
Ｉ
Ｐ
告
知
シ
ス
テ
ム
更
新
事
業
へ

の
着
手
、
告
知
端
末
の
更
新
及
び

サ
ー
バ
ー
の
共
通
化

　（
本
年
度
は
サ
ー
バ
関
係
）

◆
遠
別
町
・
天
塩
町
共
同
斎
場
の
整

備
継
続

　（
北
里
／
８
月
供
用
開
始
予
定
）

◆
緊
急
度
の
高
い
町
道
・
歩
道
の
補

修
や
老
朽
化
し
て
い
る
橋
梁
の
計

画
的
整
備

◆
住
宅
環
境

○
港
団
地
に
１
棟
４
戸
を
整
備
、
老

朽
化
で
２
棟
８
戸
を
解
体

○
本
町
団
地
の
環
境
整
備
、

　
あ
か
し
や
団
地
の
外
壁
塗
装

○
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
継
続

◆
水
道

○
水
道
管
路
図
の
デ
ジ
タ
ル
化

○
配
水
管
の
布
設
替

　（
配
水
管
の
適
正
な
管
理
、
業
務

の
効
率
化
、
漏
水
や
災
害
発
生
時

の
対
応
強
化
）

◆
下
水
道

○
雨
水
管
渠
の
整
備

　（
農
業
高
校
付
近
や
緑
町
の
冠
水

被
害
対
策
）

◆
防
災

○
役
場
庁
舎
へ
の
非
常
用
電
源
設
備

の
設
置

　（
災
害
時
に
お
け
る
情
報
収
集
・

伝
達
、
情
報
発
信
、
窓
口
業
務
の

一
部
を
利
用
可
能
と
す
る
た
め
）

○
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
及
び
全
戸
配

布
○
自
主
防
災
組
織
運
営
交
付
金
の
継

続
　（
町
内
会
と
の
連
携
を
深
め
、
地

域
防
災
力
の
向
上
）

◆
地
方
創
生
・
人
口
減
少
対
策

○
結
婚
・
出
産
祝
金
授
与
の
継
続

○
妊
婦
一
般
健
康
診
査
等
費
用
の
無

料
化
継
続

○
妊
婦
健
康
診
査
等
交
通
費
用
助
成

金
制
度
の
継
続

○
乳
幼
児
〜
中
・
高
生
の
医
療
費
の

無
料
化
継
続

◆
児
童
福
祉

○
認
定
こ
ど
も
園
「
き
ら
り
」
保
育

料
軽
減
措
置
の
継
続

◆
健
康
推
進

○
各
種
が
ん
検
診
・
予
防
接
種
や
特

定
健
診
・
脳
検
診
の
自
己
負
担
額

の
無
料
化
継
続

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
乳

幼
児
〜
15
歳
、
65
歳
以
上
の
方
の

無
料
化
及
び
16
歳
〜
64
歳
の
方
の

個
人
負
担
を
千
円
に
軽
減
す
る
措
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続
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祉
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院
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携
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続
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献
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イ
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携
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萌
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。
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て
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１　時代を拓く、えんべつの経済
①町有林造林及び保育事業 2534万6千円

植栽、下刈、更新伐

　一般会計は、４６億４２００万円（前年度当初予算比１２．８％減）で、建設事業の継続に伴い
４０億円を超える予算となりました。
　一般会計と６特別会計の総額は、６２億４９３２万７千円（同１１．３％減）です。

一般会計
主な歳入の内訳は、
　地方交付税……２１億２０００万円　　 （前年度当初予算比１．４％増）
　町債………………８億９６００万円　　 （　　　　同　　　　３．２％減）
　国・道支出金……４億５７０４万３千円（　　　　同　　　２７．２％減）
　繰入金……………４億３６３４万３千円（　　　　同　　　２１．９％減）
　町税………………２億８２０８万２千円（　　　　同　　　　０．３％減）　　です。

主な歳出（事業等）の内訳を、総合計画の分野に沿ってお知らせします。

２　安心できる、えんべつの街
①橋梁長寿命化修繕事業 3030万9千円

川北橋補修、橋梁点検業務委託

②公営住宅整備事業 1億5104万7千円
港団地１棟４戸建設、あかしや団地１棟８戸外壁塗装改善、港団地２棟８戸解体

平成31年度予算の概要

②多面的機能支払交付金事業 4317万1千円
農地・農業用水等の維持・保全活動の支援

③起業化支援事業補助金（H27～） 680万円
町内での起業等に向けた新たな取組への支援

④景気浮揚地域経済活性化対策事業補助金 600万円
地域経済及び地元商店街の活性化を図る

⑥漁港上架施設整備事業（H29～31） 2億1500万円
漁船の大型化に伴い、施設を建設（建設工事）

⑤道の駅整備事業（H28～31） 3億8144万4千円
道の駅「えんべつ富士見」の再生事業（建設工事）
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３　心を大切にする、えんべつのやさしさ
①旭温泉高齢者入浴料助成事業 400万円

65歳以上の高齢者への旭温泉入浴券１０枚を交付

②予防接種及び検診関連 1114万9千円
インフルエンザの予防接種（町立病院での接種に限る）及び各種がん検診料金を無料にし、
住民の健康増進を図る

③子ども医療費助成（H27～） 850万円
高等学校終了までの医療費の無料化

④結婚・出産祝金（H27～）（まちづくり応援寄附金を充当） 425万円
結婚祝金２０万円、出産祝金１５万円（町内に住所を有する方）

④遠別町・天塩町共同斎場建設事業（H29～31） 6197万2千円
施設老朽化と今後の人口減少を検討し、天塩町と共同で新たな施設の建設

（31年度 外構工事・備品整備）

⑤除雪機械整備事業 3616万6千円
除雪トラック更新　１台

⑥ＩＰ告知システム更新事業（H31～32） 8244万8千円
ＩＰ告知端末（テレビ電話）の保守期間が終了し、機器更新が必要となることから２か年で更新を
行う。（本年度：サーバークラウド化／スマートフォンアプリケーション対応）

⑦非常用電源設備設置事業 700万円
災害対策本部としての庁舎機能の維持と情報収集機能の強化を図り、的確な情報発信ができるよ
う非常用電源を整備する。

４　人を育てる、えんべつの学び
①英語指導助手経費 501万6千円

国際化に対応できる児童・生徒の育成をめざし、英語指導助手を継続配置

②遠別農業高等学校教育振興会助成事業
寄宿舎運営、海外研修など修学費用の援助（H28 ～ 30 活性化プロジェクト事業を統合。
PR活動とICT利活用を引き続き推進する）

⑤妊婦健康診査交通費用助成（H28～）（まちづくり応援寄附金を充当） 50万円
町内では受診できない妊婦健診に対し、交通費の一部を助成

2865万5千円

③定住促進事業（H24～33） 1050万円
住宅リフォーム工事に要する費用の一部助成（バリアフリー化上乗せ（H26 ～））
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おことわり・・・各事業等の金額は所要の予算額であり、直接の工事費や実際の支出金額とは限りません。また、
各事業等の内容は変更される場合があるので、あらかじめご承知ください。

５　前へ進む、えんべつのまちづくり
①地域活性化支援事業 1188万4千円
２３年度から導入した「地域おこし協力隊」が、設立・運営するＮＰＯ法人に、引き続き
地域活動に従事してもらうため、支援を行う

②行政サービスポイント事業（まちづくり応援寄附金を充当） 200万円
各種町内事業（講座、教室、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動など）の参加者に対し、町内限定ポイントを付与し、
積極的なまちづくりへの参加を促す。

6　特別会計
①国民健康保険特別会計 ３億６２０４万９千円

（対前年度比　４．３％減）

②後期高齢者医療特別会計 ４６４４万８千円
（　　同　　　１．５％減）

③簡易水道特別会計 １億８８３３万３千円
（　　同　　１５．６％減）

④下水道特別会計 ２億４３９９万６千円
（　　同　　２０．１％減）

⑤介護保険特別会計 ３億６７４２万８千円
（　　同　　　２．３％増）

⑥病院事業会計 ３億９９０７万３千円
（　　同　　　２．３％減）

⑤スポーツセンター暖房設備取替事業 4000万円
老朽化した設備の更新と災害発生時の指定避難所として暖房設備を整備する

153万7千円④補助教材購入補助金（H29～）（まちづくり応援寄附金を充当）
学校の授業や家庭学習等で利用する補助教材の購入助成を行い、保護者の負担軽減を図る

③合宿のふるさと事業（H28～） 100万円
町外団体の合宿受入を推進し、町民の自発的な文化・スポーツ活動への参加を促す
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9

　この事業は、町の総合戦略や生涯活躍のまち事業計画に基づき、皆さ
んの社会参加活動を促し、町内で持続的に循環するサイクルを生み出す
ことで、地域の活性化を図ることを目的に、実施していくものです。

【行政サービスポイントとは】
　町などが実施する対象事業に参加すると付与する、「えんべつたま～
るカード」のポイントのことです。

【対象事業とは】
　・介護教室
　・健康教室
　・花いっぱい運動
　・町クリーン作戦
　・国保の特定健診　など

　対象となる事業は、担当係から
ＩＰ告知端末などで、順次お知ら
せしていきます。ご期待ください。

　行政サービスポイント事業は、みなさんにとってより良い事業とな
るように、これからも検討を重ねていきます。

（総務課企画振興係）

　今月号の「くらしの安全」は、紙面の都合上、お休みしました。
あしからずご了承願います。

４月１日から
「行政サービスポイント事業」

を開始しました



／卒業式旅立ちの時

３/１　農業高校
６６回目の卒業式、男子８人、女子７人。佐藤校長から、卒業後も学び続けること、心の豊かな
人となること、誰かのために何かをしようとする人になってと式辞がありました。
卒業生への表彰では、６人に校長賞や皆勤、精励の各賞のほか、全国農業高等学校長協会賞や
日本学校農業クラブ北海道連盟賞などが授与されました。

３/12　中学校
７２回目の卒業式、男子６人、女子１５人。
例年になく早い雪解けで景色は春を思わせていたの
ですが、この日の朝はやはり冬と言わんがごとく一
面白くなっていました。
２1人がステップアップするための日を、式が始まる
前の様子をお届けできればと思い、早めに教室を訪
れると、男子生徒にアルバムに「卒業おめでとう」
と書いてほしいと言われ、今日の日を忘れずにと書
き添えると、忘れませんと力強く答えてくれました。
送辞では、私たちは行事の天候に恵まれていなかっ
た。修学旅行も急変した。でも函館山からの夜景は
すばらしかった。でも、翌朝のブラックアウト、日程
が短縮になり１日早い遠別への戻りとなった。いずれ
級友とこの１泊分の旅行をしたいと。
必ず都合をつけて実現してください。

３/20　小学校
１１８回目の卒業式、男子１１人、女子１３人。小学
校の卒業式は昔から進学する中学校の制服で出席。
写真を見てお分かりのとおり、遠別中学校以外の学
校に進む人もいる。でも、これでさよならではない。
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妊産婦教室「ぷちひよクラブ」
　２月２７日、健康管理センターで、「こころとからだの根
っこをつくる　親子deふれ愛体操」を行いました。
　妊娠や育児中のお母さんと子どもの計１３人が参加し、
健康運動指導士の指導で、筋肉をほぐすマッサージや
体操、子どもと一緒にする体操や遊びを行いました。お
母さんは、身体のリフレッシュを体感できたようでした。

固定資産評価審査委員に選任
　３月12日、北畠　千二美さん（錦町）が町議会の
同意を得て、固定資産評価審査委員に選任されました。
　この委員は、固定資産課税台帳に登録された価格に
関する不服を審査決定するために設置されており、任
期は３年です。
　（現在、委員は３人が選任されています。）

夢と希望を大きく掲げて
　２月２８日、文化・スポーツで優れた成績を収めた青少年をたたえる、平成30年度の町優良青少年顕彰式が行われました。
　表彰されたのは、農業高校の森山　幹也さん、大橋　琉之介さん、大宮　恋（れん）さん、酒井　春菜さんの４人
とバレーボール少年団「遠別イーグルス」です。
　農業高校の４人は、学校農業クラブ全国大会などにおいて優秀な成績を収めました。遠別イーグルスは、道内の各大
会で優勝し、全国大会への出場を勝ち取りました。
　これからも、同世代の模範となり輝く未来めざして活躍してください。
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地域包括支援センターから

75歳以上の皆様へ
～今年も基本チェックリストを送ります～

　年をとるとからだの機能などが低下してくるのは、仕方がないと思っていませんか。長い人生を

自分らしく過ごすためには、健康寿命を伸ばすことが大事です。そのために、常日頃から自らが、

心とからだの機能の維持・向上を図る「介護予防」を行うことが重要です。皆さんが介護予防を行

う手助けとして、町では様々な「介護予防事業」を行っています。

　最近は、元気で活動的なシニアの方々が多くなり、「介護や

支援の話など、自分にはまだ関係ない！」と思っている方も

多いでしょう。しかし、介護が必要となる方だけでなく、家

事や身の周りの支度などを自分だけで行うのが難しくなり、

日常生活で少し支援を必要とする方も増えています。何らか

のきっかけでからだを動かす機会が減り、からだが動かしづ

らくなってしまう可能性は、誰にでもあります。 

　町では、日常生活で身の周

りのことなどが少しやりにく

くなってきた方を対象に、改

善をめざす「短期集中リハビ

リ支援事業」などを行います。この事業の参加の対象者となるかど

うかは、今月、75 歳以上の方々に郵送する、「基本チェックリスト」

という質問票で確認します。チェックリストの結果によって、必要

と判断された方へ「短期集中リハビリ支援事業（運動・口腔機能向

上プログラム）」などへの参加をお勧めしています。

＜平成31年度　基本チェックリストについて＞

　4 月 8 日～ 19 日、役場 1 階　包括支援係窓口（7 番）で行っています。

（介護認定を受けている方は対象になりません。）

詳しくは、町地域包括支援センター（7-2125 又はテレビ電話 5-2114）

へお問い合わせください。



期限までに納めましょう
　平成３１年４月分～平成３２年３月分の国民年金保険

料は、月額１６,４１０円です。

　保険料は、日本年金機構から送付する納付書により、

金融機関・郵便局・コンビニエンスストアで納めるこ

とができます。また、クレジットカードによる納付やイ

ンターネット等を利用しての納付、そして便利でお得な

口座振替もできます。

　日本年金機構では、国民年金保険料を納付期限まで

に納めていただけない方に対して、電話・文書・訪問

により早期に納めていただくよう案内をおこなっており

■　日本年金機構　稚内年金事務所
☎０１６２－３２－１９４１

北海道『苦情審査委員』制度をご存知ですか？
○　北海道が行った業務や制度の内容

を審査する制度です。

○　皆さん自身の利害に係わる苦情に

ついて申立てすることができます。

○　皆さんに代わって、公正で中立的

な立場から北海道の機関に対して、

必要な調査等を行います。

○　審査の結果、北海道の業務に不備

な点又は制度に問題があるときは、

道に対して是正や改善を求めます。

○　申立者の個人情報の保護にも十分

配慮します。

■　北海道総合政策部知事室　道政相談センター相談苦情審査グループ

①　申立先は、道の道政相談センター又は留萌振興局総務課です。

②　申立方法は、苦情申立書に必要事項を記入して、提出してください。

申立書の付いたリーフレットを用意しており、郵送・ＦＡＸ・電子メー

ルでも申立てできます。

　　（道のホームページからでも申立書をダウンロードできます。）

③　問合せ先

　　・北海道総合政策部知事室道政相談センター

　　　ＴＥＬ　０１１－２０４－５５２３（直通）

　　　ＦＡＸ　０１１－２４１－８１８１

　　　メール　kujyou.koueki@pref.hokkaido.lg.jp

　　・北海道留萌振興局総務課

　　　ＴＥＬ　０１６４－４２－８４０４（直通）

　　　ＦＡＸ　０１６４－４２－１６５１

協会けんぽの保険料率
　平成３１年３月分（４月納付分）から、次のとおり改定となります。

健康保険料率は、１０．３１％（＋０．０６ポイント）

介護保険料率は、　 １．７３％（＋０．１６ポイント）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　保険料率の改定にご理解願います。

■　全国健康保険協会北海道支部
☎（０１１）７２６－０３５２（代表）

ます。未納のまま放置されると、強制徴収の手続きに

よって督促を行い、指定された期限までに納付が無い

場合は、延滞金が課されるだけではなく、納付義務の

ある方※の財産が差し押さえられることがありますの

で、早めの納付をお願いします。

　所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、保

険料が免除・猶予される制度がありますので、役場の

国民年金担当窓口へ相談願います。

※　納付義務者とは、被保険者本人、連帯して納付す

る義務を負う配偶者及び世帯主です。
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消費税の軽減税率制度説明会
　１０月から消費税及び地方消費税の合計税率が、８％から１０％に改定さ

れるのと同時に、軽減税率制度が実施されます。これに関する説明会を開

催するので、参加ご希望の方は電話で申込みしてください。

《　日　時　》　５月２１日（火）１１時～１２時、１３時～１４時

《　場　所　》　役場１階会議室

《　定　員　》　各３０人

《　対　象　》　すべての事業者の方

《　方　法　》　音声ガイダンスに沿って「２」を選択してください。

《　内　容　》　制度概要、帳簿・請求書の記載、中小事業者への支援等

■　稚内税務署　法人課税部門
☎（０１６２）３３－１１５５（代表）内線　５６４１

働き方改革の対応は大丈夫？
　今月から次の施策が実施されました。

１　時間外労働に罰則付きの上限規制

　法定労働時間を超えて時間外労働をさせるには、労働基準法第３６条の労

使協定（３６協定）が必要ですが、これに罰則付きの上限が設けられました。

原則は、月４５時間・年３６０時間です。

２　年次有給休暇の時季指定が義務付け

　年１０日以上付与される労働者（管理監督者を含む）には、日数のうち年

５日は、使用者が時季を指定して取得させることが必要です。

■　厚生労働省北海道労働局　労働基準部監督課

住宅リフォーム助成　実施中
　住環境を整備していただくことで、町内定住につなげていただくため、

本年度も引き続き工事費用の一部助成を行います。バリアフリー改修を

行う場合には、上乗せして助成します。

　リフォーム助成を既に受けた方でも、バリアフリー改修助成を受け

ていない方は、その分は助成対象になります。

　リフォームをお考えの方、金額や条件など詳しくは、お気軽にお問合

せください。

■　建設課管理係　☎７－２１１５
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町職員人事異動
３月３１日付け退職
配　　　置 職　　　名 氏　　　　　名
福　祉　課 保健指導係長 上　田　有希子
経　済　課 水道係主事 倉　向　佑　磨
国保病院 臨床検査科臨床検査技師 谷　　　桂　子
議会事務局 事務局長 森　野　政　孝

３月３１日付け退職（再任用職員）
配　　　置 職　　　名 氏　　　　　名
住　民　課 税務係主査 宇　野　　　治
福　祉　課 包括支援係主任 宮　川　明　弥

国保病院 看護師
下　家　まゆみ
笹　木　貞　子

役場の組織と分担が変わりました
◇　組　織　の　変　更
○　農林係を「農政係」に、商工水産係を「商工観光係」にそれぞれ変更して、新たに『水産林務係』を

設けました。
○　経済課を、『経済課』と『建設課』に分けて、次のとおりにしました。
　　経済課・・・農政係・水産林務係・商工観光係　　建設課・・・管理係・技術係・水道係
○　住民課生活環境係と総務課広報交通係を併せて、『住民課生活広報係』としました。

◇　業務分担の主な変更
ふるさと納税関連・・・・・・・・・・・・・・総務課企画振興係から経済課商工観光係へ
マスコットキャラクター（モモちん）関連・・・総務課広報交通係から経済課商工観光係へ
公営住宅関連・・・・・・・・・・・・・・・・住民課生活環境係から建設課管理係へ
介護保険及び介護予防・自立支援事業関連・・・福祉課福祉係から同課保険係へ

不明な点がありましたら、お気軽にお尋ねください。

町職員人事異動
４月１日付け配置替・採用・派遣等
配　　　置 職　　　名 氏　　　　　名 前　　職

総 務 課

総務係主任（北海道に研修派遣） 守　屋　佳　貴 住民課生活環境係主任
企画振興係主事 立　﨑　龍　馬 経済課農林係主事
主幹兼財政係長事務取扱 西　尾　英　樹 教育委員会事務局学校教育係長
財政係兼出納室出納係主任 津　田　美年子 総務係主任

住 民 課
課　長 原　田　文　隆 経済課長兼農業委員会事務局長

税務係主任 藤　岡　　　章 教育委員会スポーツセンター
管理指導係主任
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住 民 課
主幹兼生活広報係長事務取扱 緒　方　　　章 主幹兼生活環境係長事務取扱
生活広報係主査 木　田　秀　伸 総務課広報交通係主査

福 祉 課

課長兼地域包括支援センター長兼
幼児センター長兼介護予防支援
事業所長

室　矢　英　樹
課長兼地域包括支援センター長兼
幼児センター長兼介護予防支援
事業所長兼包括支援係長事務取扱

福祉係主事 野　村　達　宏 総務課企画振興係主事
保険係長 佐々木　隆　史 総務課財政係長
保険係主任 越　谷　啓　吾 福祉係主任
保健指導係長 佐々木　裕　恵 同係保健師
保健指導係主任保健師 清　水　亜希子 同係保健師
保健指導係保健師 佐々木　　　奏 新採用
包括支援係長 柿　崎　克　之 総務課広報交通係長
包括支援係主任保健師 髙　田　亜　奈 同係保健師

経 済 課

課長兼農業委員会事務局長 小　森　正　広 主任技師
農政係長 清　水　　　忍 農林係長
農政係主事 鈴　木　慎　斗 商工水産係主事
水産林務係長 佐々木　礼　央 教育委員会事務局社会教育係主任
水産林務係主事 久　住　直　司 農林係主事
主幹兼商工観光係長事務取扱 佐　藤　克　久 主幹兼商工水産係長事務取扱
商工観光係主事 國　井　幸　範 総務課企画振興係主事
商工観光係主事補 武　田　竣　己 商工水産係主事補

建 設 課

課　長 坂　川　敏　文 総務課長補佐
管理係長 今　井　　　俊 経済課　同
管理係主任 藤　岡　五十仁 経済課　同
管理係主事補 寺　﨑　　　健 新採用
技術係長 野　木　吉　博 経済課　同
技術係技師 杉　本　琢　也 経済課　同
主幹兼水道係長事務取扱 千　葉　光　彦 経済課水道係長
水道係技師 亀　田　将　行 経済課　同
水道係主事 松　本　一　希 新採用

教育委員会
事 務 局

教育次長兼スポーツセンター館長
兼学校給食センター所長 瀧　川　　　太 住民課長

次長補佐兼学校教育係長事務取扱 愛　場　　　彰 福祉課主幹兼保険係長事務取扱
社会教育係主事 中　山　広　大 福祉課保険係主事

スポーツセンター管理指導係主事補 吉　村　巧　佑 （公財）ブルーシー・アンド・
クリーンランド財団へ研修

議会事務局 事務局長 柳　井　宏　紀
教育委員会教育次長兼スポーツ
センター館長兼学校給食
センター所長

４月１日付け採用（再任用職員）
配　　　置 職　　　名 氏　　　　　名
経 済 課 農政係主査 森　野　政　孝
町 立 病 院 臨床検査科臨床検査技師 谷　　　桂　子
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住宅用火災警報器は、設置が義務化されています！
まだ設置していない家庭は、早期に設置しましょう！
設置している家庭は、電池切れ等が無いように定期的に
点検をしましょう。
不明な点は、消防支署予防係へご相談ください。

℡　７－２１１９
火災は、ちょっとした不注意から発生しています。
火の取扱いには十分に注意してください！
防火水槽や消火栓周囲の除雪にご協力頂きありがとうございました！

＝＝　そのアルバイト大丈夫？
知っていますか？ＡＶ出演強要問題　＝＝

　４月は、ＡＶ出演強要・『ＪＫビジネス』等の被害防
止月間です。
　「モデルにならないか」などと声をかけられ、女性
が認識のないままにアダルトビデオ（ＡＶ）に出演す
る契約をしてしまい、断わろうとすると高額違約金を
請求したり親にばらすなどと言ったりして脅して、出演
の強要や性的被害に遭う問題が発生しています。
　また、「ＪＫビジネス」と称して、女子高生にマッサー
ジや接客をさせるもので、買
春の被害に遭いかねません。
安易に働くことは危険です。
　年度初めは、進学・就職
などで若者の環境が変わる
ので、「簡単で高収入のアル
バイト」の誘い文句には、だ
まされないようにしましょう。

（警察本部生活安全部保安課）
天塩警察署　℡２‐２１１０
遠別駐在所　℡７‐２１１０

春の火災予防運動を行います

消防支署から 警察署から警察署から

全国統一標語  忘れてない？ サイフにスマホに 火の確認

NO!NO!
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町のカレンダー ２０１９
曜日 月 火 水 木 金 ５月収集の粗大ごみ

種類 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ 資源ごみ全般

紙おむつ等・衣類等
生ごみ

ペットのふん
農村地区のみ
５種類を全部

申込期限　4 月 26 日（金）
収 集 日　5 月　4 日（土／祝）

○　ご不明な点は、ごみガイドブックをご覧になるか、住民課生活広報係（☎ 7－ 2113）にお問い合せください。

※上記の内容は変更になる場合がありますので、あらかじめ各自で確認してください。

４月 （April）
15㈪ 道民交通安全の日、防火の日 

マナピィ・21 図書室休館

16㈫

17㈬

18㈭ 発明の日

19㈮ 食育の日

20㈯ 春の火災予防運動（～ 30 日）

21㈰ 町議会議員選挙投票・開票日

22㈪ マナピィ・21 図書室休館

23㈫ 子ども読書の日

24㈬

25㈭

26㈮

27㈯

28㈰ マナピィ・21 図書室休館

29㈪ 【昭和の日】 
マナピィ・21 図書室休館

30㈫ 【国民の休日】 
マナピィ・21 図書室休館

５月 （May）

1 ㈬
【天皇の即位の日】
憲法週間（～７日）
防火の日
マナピィ・21 図書室休館

2 ㈭ 【国民の休日】
マナピィ・21 図書室休館

3 ㈮ 【憲法記念日】
マナピィ・21 図書室休館

4 ㈯ 【みどりの日】
マナピィ・21 図書室休館

5 ㈰
【こどもの日】
児童福祉週間（～ 11日）
マナピィ・21 図書室休館

6 ㈪ 【振替休日】
マナピィ・21 図書室休館

7 ㈫ ひよこタイム（10：00 ～子育て支援センター）

8 ㈬

乳幼児健診（診察開始 10：30 ～健康管理センター）
自動車運転免許更新時講習（天塩町）

10：00 ～初回
13：00 ～優良
13：45～一般
15：00～違反

9 ㈭ 自動車運転免許更新時講習（幌延町）
18：30 ～優良

10㈮ 愛鳥週間（～ 16 日）

11㈯ 春の全国交通安全運動（～ 20 日）
植樹の日

12㈰
看護週間（～ 18 日）
看護の日
マナピィ・21 図書室休館

13㈪ マナピィ・21 図書室休館

14㈫

15 ㈬ 道民交通安全の日、防火の日
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皆様のご意見・ご感想をお待ちしております。

町へひとことご意見箱 も ご利用ください。

〒098-3543 遠別町字本町３丁目３７番地
TEL

FAX

遠別町住民課生活広報係 （01632）７－2113
（内 線 113・114）
（01632）７－3695

E－mail：seikatsu.kouhou＠town.
　　　　 　　embetsu.hokkaido.jp

（記事や写真の無断転載は固く禁じます）

ＨＰ：http://www.town.
　　  　　　 embetsu.hokkaido.jp/

（平成31年3月31日現在）
（平成31年3月31日現在）

327
日目

人口

●男   1,301人（－1）
●女   1,370人（－12）

2,671人
（－13）

世 帯 1,351（－2）

　新元号が発表されたので、世の中は浮き足立ってい

るような気がしますね。広報えんべつの編集を担当し

ている「広報交通係」は、今回の組織改革で名称が変わ

りました。そのルーツをたどってみると、昭和61年４

月の機構改革で、広報広聴係から変更されていまし

た。この時期に名称が変更になることに、深い感慨を

覚えています。今後とも広報えんべつをよろしく！！

編 集 後 記編 集 後 記

地域貢献活動に感謝！！地域貢献活動に感謝！！地域貢献活動に感謝！！

　大成ロテック㈱北海道支社／札幌市に、中学生が

スキー授業に向うために利用する町道の除雪を行っ

ていただいたので、感謝状を授与致しました。

　例年、広報えんべつ５月号に掲載する「議会から
のたより」は、議員改選期につき、発行を延期させ
ていただきます。
　次回の発行（第38号）は、改選後に協議して決定
します。

今月の
納 税 ５/７納期

軽自動車税（全期）

議会報発行特別委員会
からのお知らせ


